
サイトから
事前申込みを

WEB参加

電話予約20名まで

ふれあい鶴見ホスピタル
１階 会議室

会場参加

会場ココ

新子安駅
京急線

池
谷
戸

JR

1
会場（病院）行き
無料バス
乗り場

公園

首
都
高
速

★

ふれあい鶴見ホスピタル
☎045ｰ586ｰ1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾４ｰ４ｰ22

お問合せ・ご予約

　多くの人が知っている「漢方」というタイ
プの薬。しかし、その正しい用法や、幅広い
作用を知っている人は、少ないかもしれま
せん。漢方は、使い方によって消化器に関
する病気の症状でも、改善が期待できるこ
となどを紹介します。

～漢方薬で心身を整える～消化器と漢方について
会場またはWEB（事前予約制）参加方法

8月21日（木）13:00～14:00日 時 講 

師
医師山本 史歩

外科 医局長
ふれあい鶴見ホスピタル

医学講座 どなたも参加無料

当日、会場へお越しください

■路線バス
   バス停「汐見台ストアー前」徒歩２分

■無料病院バス（時間帯にご注意ください）
   磯子駅・屏風浦駅・上大岡駅から

康心会汐見台病院
５階 会議室

会 

場

康心会汐見台病院
☎045ｰ761ｰ3581（代表）
横浜市磯子区汐見台１ｰ６ｰ５

お問合せ

　胃の不調を起こす原因と治療法を取り
上げます。今回は、成人の5人に1人が罹患
しているといわれている「逆流性食道炎」
や、胃に炎症を起こす「ピロリ菌」を中心に
解説します。正しい知識を得て日々注意す
べきことを知り、日常生活に活かしましょう。

あなたの胃は大丈夫？逆流性食道炎とピロリ菌の基礎知識
会場にて聴講参加方法

８月27日（水）15:00～16:00日 時
〈予定〉

院長大川 伸一
消化器内科
康心会汐見台病院

講 

師

医学講座 参加無料・予約必要なし

詳細または
ご応募は
こちらから
　　▶▶▶

一般病棟

産婦人科病棟

回復期リハビリ
テーション病棟

障害者病棟康心会汐見台病院

磯子区汐見台1-６-５
ケアミックス型の総合病院

（担当／総務課 赤岡）お問合せ 045 -761-3581

看護師を大募集！常勤

経験に応じて優遇
月給240,200円～

自分らしく働こ
う

就業スタイル
選べる！

常勤 非常勤
正社員 パート

常勤

非常勤

実質

活用

０円

０時間フル
年３回

残 

業

ス
キ
マ
時
間

医
療
費

ボ
ー
ナ
ス

駅近
２駅どちら

も

徒歩３分！

関内駅
伊勢佐木長者町駅

楽 々

夜勤 な
し

通所リハ担当だから

食事の配膳

車椅子介助

レクの企画

充足後、即終了
急募！

介護士介護士
ふれあい横浜ホスピタル    045-681-5101ふれあい横浜ホスピタル    045-681-5101 ▲給与・エントリー▲給与・エントリー

介護職員
初任者研修
修了者

熱中症による救急受診

自宅での発症が最多
炎天下だけではない

ふれあい鶴見ホスピタル

熱中症と夏血栓の違い
脳神経外科・土屋医師

　
「
予
防
方
法
と
し
て
は
、
熱
中

症
と
同
じ
よ
う
に
、
意
識
し
て
水

分
補
給
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
し
て
体
調
に
異
変
を
感

じ
た
ら
、
す
ぐ
に
病
院
を
受
診
す

る
こ
と
で
す
。
早
期
に
適
切
な
医

療
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、

脳
の
病
気
の
予
後
を
大
き
く
左
右

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
体
調

に
気
を
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」。

■
取
材
協
力

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７
㈹

鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の
22

新
子
安
駅
な
ど
か
ら
無
料
の
病
院

バ
ス
を
運
行
中

　

し
か
し
、
脳
神
経
外
科
医
と
し

て
は
、
さ
ら
に
注
意
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
『
脳
梗
塞
』
で
す
。
体
の
水

分
が
不
足
し
、
血
液
中
の
水
分
も

減
る
と
、
血
液
の
濃
度
が
濃
く
な

り
、
体
内
の
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
す
る
と
、
血

管
の
中
に
血
栓
（
血
の
塊
）
が
で

き
て
血
管
内
で
詰
ま
っ
て
し
ま
い

ま
す
（
こ
れ
を
「
夏
血
栓
」
と
呼

ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。
こ
の
血

栓
が
脳
の
血
管
を
詰
ま
ら
せ
る

と
、
脳
梗
塞
に
な
り
ま
す
。
そ
の

際
に
生
じ
る
症
状
は
熱
中
症
の
症

状
に
似
て
い
る
た
め
、
見
極
め
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

　

脳
梗
塞
の
場
合
、
熱
中
症
の
症

状
に
加
え
て
、
ま
ひ
が
発
生
し
ま

す
。
顔
や
腕
の
し
び
れ
、
ろ
れ
つ

が
回
ら
な
い
、
力
が
入
ら
な
い
な

ど
も
特
徴
で
す
。
も
し
も
、
そ
れ

ら
の
症
状
が
数
分
で
お
さ
ま
っ
た

と
し
て
も
、
一
時
的
に
血
流
が

戻
っ
た
だ
け
の
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
放
置
し
た
り
、
し
ば
ら
く
様

子
を
見
て
そ
の
ま
ま
で
い
る
と
、

と
て
も
危
険
で
す
」

水
分
補
給
は
必
須

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
で

脳
神
経
外
科
を
担
当
し
て
い
る
外

来
医
長
の
土
屋
医
師
に
、
夏
に
気

を
付
け
る
べ
き
脳
血
管
の
病
気
に

つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
夏
場
に
体
調
が
悪
く
な
り
、

め
ま
い
や
吐
き
気
、
ふ
ら
つ
き
な

ど
の
症
状
が
出
た
ら
、
ま
ず
、
熱

中
症
を
疑
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

症
リ
ス
ク
が
急
激
に
高
ま
り
ま

す
。
就
寝
時
は
、
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
空
調
を
切
っ
て
し
ま
う
家
庭
が

多
く
、
睡
眠
中
の
無
意
識
の
う
ち

に
脱
水
症
状
が
進
み
、
熱
中
症
に

至
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
よ

う
で
す
。

　

熱
中
症
は
重
症
化
す
る
と
命
に

関
わ
り
ま
す
。
十
分
な
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
。

屋
内
で
は
意
識
的
に
注
意
を

　

炎
天
下
の
外
出
先
で
倒
れ
る
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
熱
中
症
は
、
実
は

最
近
は
、
屋
外
よ
り
も
自
宅
の
中

な
ど
（
室
内
）
で
起
こ
る
件
数
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
消
防
庁
に

よ
る
直
近
４
年
間
の
資
料
で
は
、

夏
季
の
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送

の
発
生
場
所
で
最
も
多
い
の
は
、

「
住
居
」（
家
の
中
）
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

空
調
の
効
い
た
部
屋
の
中
に
い

て
も
、
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？
家
庭
生
活

の
中
で
最
も
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
の
は
、
入
浴
時
と
就
寝

中
で
す
。

　

浴
室
の
高
温
多
湿
下
で
は
、
発

　

夏
に
多
発
す
る
熱
中
症
に
よ
る

救
急
搬
送
。
熱
中
症
は
、
高
温
多

湿
の
環
境
に
長
く
い
る
こ
と
で
、

体
温
の
調
節
機
能
が
正
常
に
働
か

な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ
も
っ

た
状
態
で
す
。

ふれあい鶴見ホスピタル
脳神経外科

土屋 喜照 医師

国
内
の
著
し
い
高
齢
化

進
化
す
る
整
形
外
科
医
の
貢
献
力

予
防
の
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど

　
　

８
月
29
日
と
９
月
16
日
に
開
催

膝
と
骨
を
守
る
た
め
の
市
民
講
座

康
心
会
汐
見
台
病
院
が
主
催

参
照
＝
を
開
催
し
た
り
、
予
防
の

啓
発
活
動
に
も
精
力
的
で
す
。

院
内
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

同
院
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
当
院
は
現
在
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ま
に
対
す
る
利
便
性
を
向
上

し
、
さ
ら
な
る
医
療
貢
献
を
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
心
配
事
や
お
体

の
不
安
、
予
防
に
関
す
る
相
談
な

ど
、
お
気
軽
に
当
院
を
ご
受
診
く

だ
さ
い
」。　
　
　

  〈
取
材
協
力
〉

■
講
座
で
は
、
膝
疾
患
を
８
月
29

日
㈮
、
骨
粗
鬆
症
を
９
月
16
日
㈫

に
扱
い
ま
す
。
定
員
は
各
日
50
名
。

ぜ
ひ
ご
参
加
を
！
お
問
合
せ
は
☎

０
４
５・７
６
１・３
５
１
５
ま
で
。

診
断
・
治
療
な
ど
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
院
内
の
診
療
だ
け

で
な
く
、
無
料
の
市
民
講
座
＝
左

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
整
形
外

科
で
は
、
膝
を
中
心
と
す
る
関
節

症
の
手
術
や
、骨
粗
鬆
症
の
検
査
・

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
は
、
８
月
と
９
月
に
上
大
岡

駅
直
結
ビ
ル
で
無
料
講
座
を
開
催
し
ま
す
。内
容
は
、

「
膝
の
痛
み
」
と
「
骨
粗
鬆
症
」
に
つ
い
て
で
す
。

へ
の
負
担
が
少
な
く
す
む
方
法

や
、
使
い
尽
く
し
た
自
分
の
関
節

を
人
工
物
に
置
き
換
え
る
手
術
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
で
あ
っ
て

も
、
か
つ
て
の
よ
う
な
入
院
で
は

な
く
、
早
期
に
回
復
で
き
る
治
療

法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

骨
粗
鬆
症
な
ど
で
は
、
骨
折
を
未

然
に
防
ぎ
、
寝
た
き
り
に
な
る
リ

ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
予
防
医
療
と

し
て
の
側
面
も
あ
り
ま
す
。

　

虚
弱
状
態
の
対
策
も
、
整
形
外

科
の
重
要
な
分
野
で
す
。
加
齢
に

よ
っ
て
筋
肉
量
が
減
少
し
て
筋
力

が
低
下
す
る
「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」

や
、
身
体
的
な
側
面
の
ほ
か
、
精

神
的
、社
会
的
な
衰
弱
が
進
む「
フ

レ
イ
ル
」
を
防
ぐ
た
め
に
、
地
域

住
民
に
対
す
る
啓
発
活
動
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

の
重
要
性
は
、
よ
り
一
層
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

健
康
な
状
態
で
長
生
き
を

　

医
療
は
進
歩
し
、
近
年
で
は
、

高
齢
者
が
治
療
を
受
け
る
際
に
体

　

日
本
の
高
齢
化
は
、
急
速
に
進

ん
で
い
ま
す
。
足
腰
の
痛
み
な
ど

の
高
齢
者
特
有
の
運
動
器
疾
患

は
、
日
常
生
活
の
質
を
大
き
く
低

下
さ
せ
る
要
因
で
す
。
体
の
運
動

器
を
専
門
的
に
扱
う「
整
形
外
科
」

　

高
齢
に
な
る
と
、
加
齢
に
よ
る
身
体
的
な
衰
弱
だ

け
で
は
な
く
、
社
会
的
に
孤
立
し
た
り
、
抑
う
つ
状

態
に
な
り
や
す
く
、
予
防
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

身
体
的
フ
レ
イ
ル

社
会
的
フ
レ
イ
ル

● 運動器障害
● 低栄養 

● 孤食
● 引きこもり
● 孤立

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム

骨（骨粗鬆症）

関節（変形性関節症）

筋肉（サルコペニア）

フレイル

など

など

など

精
神
的
フ
レ
イ
ル

● 抑うつ
● 認知機能
　　の低下

連
鎖

連鎖

連
鎖

参 加 無 料

8
29
（金）

50名
定 員 9

16
（火）

50名
定 員

講師
医師

康心会汐見台病院 整形外科部長
日本整形外科学会 専門医
日本人工関節学会 認定医

上西蔵人

膝の痛みの原因と治療法
痛みなく歩ける喜びを！

講師
医師

康心会汐見台病院 整形外科
日本脊椎脊髄病学会 指導医
日本骨粗鬆症学会 認定医

瀬戸上智行

骨粗鬆症の正しい知識と対策
早めの対策で寝たきりを防ぐ！

14：00～15：00 14：00～15：00
無 料 無 料

福祉保健研修交流センター

ウィリング横浜
（ゆめおおおかオフィスタワー12F）

MAP

会 

場

康心会汐見台病院地域連携室 045-761-3515〈主催〉

膝骨
市民講座

医療セミナー
の悩み

や

解決へ！
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資料請求・入居相談・お問合せ
介護付有料老人ホーム

シニアホテル東戸塚 イーストウイング ☎☎
横浜市戸塚区上品濃16- 8

045-827-2707

お気軽にご連絡ください。

1650 万円入居一時金
〈5年償却〉 30.3～45.9㎡二人入居

可能居室

一人入居専用

type
10

type
２

二人入居可

21.9㎡ 45.9㎡

アクセス

（当ホームから）

・東戸塚駅まで無料バスで約５分

・西武百貨店まで約10分（無料バス＋徒歩）
・東戸塚駅西口まで徒歩で約15分

サウス
ウイング

西武百貨店

東急ストア
西口

東口

公園

公園

オーケーみずほ銀行

横浜新道 

スシロー
横浜銀行

牛角
ガスト

東戸塚駅
サイゼリヤ
松屋

東戸塚西口プラザ

ふれあい
東戸塚ホスピタル

湘南医療大学
川上IC イースト

ウイング

マクドナルド/ノジマ/
しまむら/ダイソー ほか

シニアホテル東戸塚

シニアホテル東戸塚

ロビー 屋上テラス

【施設概要】土地・建物の権利形態：通常借家契約・自動更新条
項あり（契約期間：2037.3.24迄）/敷地面積：20,385.95m2
/延床面積：19,943.10m2（うち有料老人ホーム4,609.89m2
：鉄骨・鉄筋コンクリート造・地下１階、地上9階建）/住居の
権利形態：利用権方式（返還金制度あり）/開設日：
2008.4.1/5室募集（全79室）/入居一時金：1,300万円～
3,000万円（１人）/管理費：117,752円～206,800円（１
人）/食費：1日3食30日の場合（90食分）61,920円/入居
資格：65歳以上の自立または要支援・要介護/事業主：（有）
湘南ふれあいの園/広告有効期限：2025.8.31

介護保険事業者番号1471001956

見学会・入居相談会
実施中

利便性 ❶ バス、トイレ、流し台、ナースコールを完備（１人用２１.９㎡の居室）

利便性 ❷ 協力医療機関（医療法人社団健齢会）が階下にあり、定期受診に便利

利便性 ❸ 最寄駅と施設の間をシャトルバスが無料運行中（東戸塚駅まで約５分）

利便性 ❹ 横浜新道の川上ICと今井I Cのどちらからも約５分

利便性 ❺ 65歳以上であれば要介護認定者でなくても入居が可能

内科・循環器内科・脳神経内科・泌尿器科・整形外科・
皮膚科・膠原病治療・人工透析・リハビリテーション などふれあい東戸塚ホスピタル

シ
ニ
ア
＋
医
療
＋
介
護

          

満
た
さ
れ
た
生
活

東
戸
塚
駅
へ
５
分
で
行
け
る
入
居
施
設

シニアホテル東戸塚
イースト ウイング

（
無
料
バ
ス
利
用
）

East  Wing
SENIOR HOTEL

介護付有料老人ホーム

研究費担当者を募集（所属・総務課）
「人のために生きる」未来の医療人を育成する大学でのお仕事です。

詳
細・ご
応
募
は
こ
ち
ら
▶

■ 学生の成長を肌で感じることができる職場
■ 研究に関する業務にご興味のある方は、ぜひご応募を！
■ 駅から徒歩圏内。シャトルバスの利用も可能。

大 学
事務職員

湘南医療大学
学校法人

湘南ふれあい学園 横浜市戸塚区上品濃16-48
〈最寄り /東戸塚駅〉

普通自動車免許
所有者は尚可

研究費業務経験者は優遇急募
綾瀬厚生病院ご応募・詳細看護師免許が不要のお仕事です ⬇

パートタイム
時 給

1300円～
医療費補助
 保育所
あり

ユニフォーム
貸与

無 料

車通勤OK
 駐車場

看護の現場を支え、患者さまを支える

看護助手

㈱フォーライフ企画0467-84-0167
時給UP
しました 詳しくはお電話で

訪問美容
病院や介護施設の方に、理美容サービスを提供するお仕事です。

横浜市内または湘南地域へ直行・直帰（10：00－17：00）

シ

ャ
ンプー カット

カ
ラ

ー パー
マ

2,100円
急募急募

同院

詳細は、お電話などでお問合せください。
QRコードから待遇等をご確認の上、
ご応募ください。

045-681-5101（代） h-kimura@fureai-g.or.jp

MSW
医療相談員 ふれあい横浜ホスピタル

■ ２駅（JR・地下鉄）から徒歩３分、通勤便利♪
■ 社会福祉士の資格をお持ちの方
■ 常勤または非常勤を募集

書類 面接選考

安定の仕事
医療・介護 消防設備点検系施設での

（株）エフ.アンド.ユアライフ
本社所在地：神奈川県茅ヶ崎市円蔵370

☎0467-84-6680
FandY@fureai-g.or.jp

甲種消防設備士 
普通自動車免許

募集
会社

応募
先

必須経験により給与を考慮　　多数の資格所有者は厚遇！
046-233-5110

看護師または准看護師

保育園が無料！

車通勤もOK♪

医療法人社団 
さがみ野中央病院
 （相鉄線「さがみ野駅」から徒歩5分）

募  集

勤務地

いずれかの
免許必須

地域病院（さがみ野中央病院）の看護師募集

応募はお電話またはQRコードから応募はお電話またはQRコードから

◀

　

○
…
「
視
力
を
失
う
と
、
他

が
元
気
で
あ
っ
て
も
急
激
に
人

生
の
質
が
下
が
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
重
要
な
部
位
で
あ
る
目

に
対
し
、
多
く
の
方
に
健
康
を

維
持
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
し
、

病
気
を
抱
え
て
い
る
方
を
治
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
眼
科

医
に
な
り
ま
し
た
」。
東
京
医

科
歯
科
大
学
大
学
院
を
修
了

し
、
医
学
博
士
と
し
て
横
浜
市

立
大
学
附
属
病
院
の
眼
科
医
局

（
医
長
）
に
所
属
。
康
心
会
汐

見
台
病
院
に
眼
科
科
長
と
し
て

着
任
し
、
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

○
…
同
院
の
診
療
で
多
い

病
気
の
一
つ
「
白
内
障
」
で
は
、

超
音
波
に
よ
る
手
術
で
視
界

を
回
復
す
る
治
療
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。「
目
の
組
織
の『
水

晶
体
』
が
濁
る
白
内
障
の
治
療

は
、
人
工
レ
ン
ズ
を
挿
入
す
る

方
法
が
主
流
で
、
わ
ず
か
な
切

開
と
超
音
波
で
行
な
う
10
分

程
度
の
も
の
で
す
。
70
代
で
手

術
を
受
け
て
視
界
が
ク
リ
ア

に
な
る
と
、
そ
の
後
の
老
年
期

の
人
生
（
80
代
以
降
）
が
と
て

も
楽
に
な
る
と
思
い
ま
す
」。

　

○
…
白
内
障
や
緑
内
障
な
ど

を
扱
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

網
膜
剥
離
や
ぶ
ど
う
膜
炎
な
ど

の
難
病
を
発
見
し
た
場
合
は
、

横
浜
市
立
大
学
附
属
病
院
と
連

携
診
療（
診
療
紹
介
）を
行
な
っ

て
い
ま
す
。「
他
院
で
受
け
た

白
内
障
手
術
に
よ
る
お
悩
み
も

診
察
し
て
い
ま
す
。
網
膜
剥
離

が
潜
ん
で
い
る
場
合
も
あ
り
、

こ
の
先
も
患
者
さ
ま
の
人
生
が

よ
り
快
適
に
な
る
よ
う
に
、
最

大
限
の
力
を
尽
く
し
ま
す
」。

明
る
い
未
来
を
つ
く
る
診
療
を

行
な
っ
て
い
る
医
師
で
す
。

この「人」に聞く

  

建
前
で
は
な
く
事
実
と
経
験
に

　
　
　
　
　    

基
づ
く
親
身
な
診
療

金田 英蘭 医師
 （かねだ ひでか）　　　　
康心会汐見台病院

【 眼 科 】
医学博士

康
心
会
汐
見
台
病
院

70
代
で
受
け
る
白
内
障
手
術
の
利
点

取
材
協
力

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
眼
科
科
長
・
金
田
英
蘭
医

師
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹
介
＝
に
、
白
内

障
や
緑
内
障
の
治
療
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

︱
︱
︱ 

貴
院
の
白
内
障
治
療

で
は
、
基
本
的
に
片
目
を
１
泊
２

日
の
入
院
、
ま
た
は
日
帰
り
で
手

念
な
が
ら
手
術
を
行
な
っ
て
も
視

力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い

病
気
で
す
。
し
か
し
、
失
明
ま
で

悪
化
す
る
ス
ピ
ー
ド
を
緩
や
か
に

し
た
り
（
進
行
の
緩
和
）、
頭
痛

を
改
善
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で

す
。
医
学
の
発
達
に
よ
っ
て
、
今

は
手
術
で
行
な
う
進
行
の
緩
和
と

同
じ
く
ら
い
の
効
果
が
あ
る
薬
物

治
療
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
当
院

の
緑
内
障
治
療
で
は
、
そ
の
薬
物

治
療
を
導
入
し
て
い
ま
す
」

　

︱
︱
︱ 

貴
院
で
眼
科
治
療
を

受
け
る
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
（
金
田
医
師
）「
親
身
に
患
者
さ

ま
の
こ
と
を
考
え
た
診
察
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
治

す
こ
と
だ
け
を
優
先
し
た
診
療
で

は
な
く
、
保
険
の
適
用
や
、
他
院

で
の
術
後
の
不
安
、
小
児
の
斜
視

な
ど
、
患
者
さ
ま
の
お
困
り
ご
と

に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
」。

同
院
☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１

上
大
岡
駅
な
ど
か
ら
無
料
バ
ス
有

術
を
行
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
の
で
す
か
？

　
（
金
田
医
師
）「
手
術
を

行
な
っ
た
後
は
、施
術
し

た
部
分
の
清
潔
を
保
つ
た

め
に
ガ
ー
ゼ
で
覆
い
ま
す
。

両
目
を
一
度
に
手
術
す
る

と
全
視
界
を
遮
る
こ
と
に

な
り
、
不
自
由
を
と
も
な

い
ま
す
。ま
た
、
患
者
さ
ま

の
感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
す

た
め
だ
っ
た
り
、
保
険
診

療
な
ど
、
治
療
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
負
担
を
考
え
、
よ
り

良
い
方
法
を
幅
広
く
選
択
で
き
る

こ
と
が
、
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
」

　

︱
︱
︱ 

先
生
は
よ
く
、
白
内

障
の
手
術
は
70
代
ま
で
に
受
け
た

方
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
金
田
医
師
）「
手
術
で
は
目
の

水
晶
体
と
い
う
部
分
に
超
音
波
を

当
て
る
の
で
す
が
、
水
晶
体
は
80

代
に
か
け
て
硬
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
う
な
る
と
強
い
超
音
波
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
、
回
復
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
を
回
避

す
る
た
め
に
、
白
内
障
の
疑
い
が

あ
る
場
合
は
早
め
に
受
診
し
て
、

手
術
で
視
力
を
取
り
戻
せ
る
場
合

は
、
70
代
ま
で
に
手
術
を
受
け
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
「
緑
内
障
」
も
高
齢
者

に
多
い
病
気
だ
と
思
い
ま
す
が
、

貴
院
で
は
ど
の
よ
う
な
治
療
を
行

な
っ
て
い
ま
す
か
？

　
（
金
田
医
師
）「
緑
内
障
は
、
残

屏
風
浦
駅

環状２号

16汐見台小 幼稚園

久良岐
公園

ロイヤル
ホスト

クリエイト

ココ
P  あり

午
前

午
後

月 火 水 木 金 土

☎０４５-76１-3587
磯子区汐見台1‐6‐5

白内障
手術要予約 要予約 要予約 要予約

9：30～

8：30～午前／ 13：00～午後／受
付

予約センター

■ 白内障  ■ 緑内障  ■ 網膜硝子体疾患
■ 小児斜視・弱視　など　

眼科

康心会汐見台病院
2



植 栽植 栽
スタッフ募集スタッフ募集

年齢制限なし 時給116２円 パート（非常勤） 必要な資格なし

シニア応援！

ふれあいファーム
医療機関の敷地庭園や草花のお手入れ

☎ 0467-88-1263
 recruit@fureai-g.or.jp

経験者
優遇

詳しくは

まで！ 勤務地：戸塚区上品濃お電話でご応募ください。
（メールでもOK）

◆60歳まで（定年制のため） ◆社保完備、医療補助あり ◆経験者、管理栄養士 優遇
調理師または栄養士調理師または栄養士正社員

ワークライフバランスが良好！医療・介護施設でのお仕事です。

電
話
応
募

面 

接

採
用
手
続
き

現
場
へ
！

東戸塚エリア
または
横浜市内の
医療・介護系施設080（9455）2394

担当/タケシロ

（株）メディカルフーズ
会社所在地：茅ヶ崎市西久保500

書類選考なしで即、面接！

急募

常勤スタッフ 数名

非常勤スタッフ 数名

介護職員初任者研修
（旧ホームヘルパー２級）

資格不問

横浜市鶴見区東寺尾4-4-22
ふれあい鶴見ホスピタル医療法人社団

康心会

給与などの詳細、ご応募はこちら▼

tsurumi@fureai-g.or.jp
045-586-1717看護補助 お仕事の

いつの時代も求められる
安定の職種に就きませんか？

勤務：磯子区,戸塚区,中区などの医療施設または学校での清掃業務　

わたしたちと一緒に働きませんか？

おそうじ好きさん！

パート
時給1162円

常 勤
要自動車免許

シニア活
躍

お問合せ…リード商会 清掃事業部　 080-7646-1764（菅原）

で
あ
り
、
医
療
人
に
な
る
た
め
の

学
び
を
実
感
で
き
た
り
、
実
習
室

や
ラ
ボ
（
研
究
室
）
な
ど
の
見
学

が
で
き
ま
す
。

デ
モ
機
器
で
演
習
も

　

同
校
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ

う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

薬
剤
師
／
看
護
師
／
理
学
療
法
士

／
作
業
療
法
士
に
な
る
た
め
の
本

学
の
授
業
を
体
験
で
き
た
り
（
模

擬
授
業
）、
実
験
や
機
器
の
操
作
、

デ
モ
人
形
を
使
っ
た
演
習
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
の
受

　

湘
南
医
療
大
学
で
は
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
て
い
ま

す
＝
下
広
告
。
今
年
度
の
テ
ー
マ

は
「
学
問
を
感
じ
る 

キ
ャ
ン
パ

ス
を
感
じ
る Feel the Cam

pus

」

じ
っ
く
り
体
験
で
き
る

　
　

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

湘
南
医
療
大
学

験
情
報
を
お
伝
え
す
る
『
入
試
説

明
』
の
ほ
か
、
本
学
の
現
役
学
生

に
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
つ
い
て

直
接
質
問
で
き
る
『
個
別
相
談

コ
ー
ナ
ー
』も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
東
戸
塚
駅
西
口
か
ら

無
料
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
」。

■
湘
南
医
療
大
学
・
入
試
事
務
室

☎
０
４
５・８
２
１・０
１
１
５

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
48

当日は現役の学生に質問できる

薬学部の実験コーナー（昨年の様子）
　

Ａ
．
は
い
、
そ
の
通
り
で
す
。

認
知
症
高
齢
者
が
ベ
ッ
ド
か
ら
立

ち
上
が
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る

「
離
床
セ
ン
サ
ー
」
や
、
異
変
を

家
族
や
ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
る
「
見

守
り
ロ
ボ
ッ
ト
」、
介
護
時
の
体

の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
ロ
ボ
ッ
ト

ス
ー
ツ
や
介
助
リ
フ
ト
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ゲ
ー
ム
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

側
面
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
将
来
、
人
間
に
よ
る

介
護
は
、
必
要
な
く
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ
．
日
本
は
こ
の
先
20
年

く
ら
い
の
う
ち
に
、
49
％
の

仕
事
が
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
へ
代
替
可
能
に
な
る

と
い
う
推
計
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
よ
う
な
世
の

中
に
な
っ
て
も
、
介
護
の
仕

事
は
全
て
奪
わ
れ
る
こ
と

に
は
な
り
得
な
い
と
思
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
介
護
は
「
人
と

の
共
感
」
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。

　
Ｑ
．
介
護
の
基
礎
に
あ
る
の
が

共
感
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
ど

う
い
う
こ
と
で
す
か
？

　

Ａ
．
人
は
誰
で
も
老
化
し
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
疾
病
を
抱
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
身
体
機
能
や

認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
き
、
歩

行
が
困
難
に
な
っ
て
生
き
る
意
欲

を
失
う
よ
う
に
な
る
と
、
例
え
ば

認
知
症
や
う
つ
病
な
ど
を
発
症
す

る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
時
、
医
療
者
と

同
じ
よ
う
に
、
正
し
い
技
術
で
介

護
を
し
た
り
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
は
、
対
象
者
の
不
安
・
苦
し

み
を
理
解
し
な
が
ら
寄
り
添
う
こ

と
が
必
要
な
職
種
だ
か
ら
で
す
。

　

介
護
福
祉
学
科
で
は
、
思
い
や

り
と
専
門
技
術
・
知
識
を
も
つ
、

市
場
価
値
の
高
い
プ
ロ
の
介
護
士

を
育
成
し
て
い
ま
す
。

■
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校

☎
０
４
２・７
４
４・９
７
１
１

相
模
原
市
南
区
上
鶴
間
本
町
３
の
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の
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Ａ
Ｉ
に
は
で
き
な
い

「
共
感
」必
須
の
介
護
職

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

　

町
田
駅
か
ら
徒
歩
１
分
に
あ
る

「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校
」
で
は
、
未
来
に
わ
た
っ
て

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い

ま
す
。
介
護
福
祉
学
科
の
ス
タ
ッ

フ
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
Ｑ
．
今
後
は
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ

ト
が
活
躍
す
る
時
代
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。介
護
現
場
で
も
、

す
で
に
一
部
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
導
入

さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

介
護
実
習
の
様
子

無
料
で
相
談
で
き
る

「
う
ち
に
は
ど
ん
な
介
護
が
必
要
？
」

鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル 

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

頼
れ
る
専
門
職

介
護
の
プ
ロ「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」

不
明
点
の
相
談
も
で
き
る

福
祉
用
具
の
紹
介
、介
護
の
質
問
・

相
談
な
ど
で
す
。
親
身
に
な
っ
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
た
め
に
、
高

齢
の
ご
本
人
さ
ま
の
心
身
の
状
態

だ
け
を
考
え
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
は
な
く
、
ご
家
族
の
思
い
も

丁
寧
に
伺
い
ま
す
。
お
一
人
お
ひ

と
り
に
合
っ
た
支
援
を
心
掛
け
て

お
り
ま
す
。

　

病
院
に
併
設
さ
れ
て
い
る
た

め
、
当
院
へ
の
入
退
院
の
連
携
を

は
じ
め
、持
病
の
あ
る
方
の
対
応
、

医
療
と
介
護
の
ス
ム
ー
ズ
な
橋
渡

し
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
介
護

と
医
療
の
両
方
の
視
点
を
取
り
入

れ
て
、
よ
り
安
心
で
き
る
在
宅
生

活
の
提
供
に
力
を
尽
く
し
て
お
り

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
来
所
い

た
だ
い
て
も
、
お
電
話
で
の
相
談

で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ど
の
よ

う
な
小
さ
な
こ
と
で
も
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ぜ
ひ
当
事

業
所
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。『
こ

れ
か
ら
の
暮
ら
し
が
少
し
不
安
』

『
介
護
サ
ー
ビ
ス
っ
て
よ
く
わ
か

ら
な
い
』
な
ど
の
お
気
持
ち
を
お

支
え
し
ま
す
」。

■
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７
㈹

鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の
22

　

所
属
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
お

話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
当
事
業
所
に
は
、
３
人
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
お
り
ま
す
。
医

師
や
看
護
師
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
な
ど
の
医
療
者
と
密
に
連
携
で

き
る
環
境
を
活
か
し
、
医
療
的
な

ケ
ア
が
必
要
な
高
齢
者
の
ほ
か
、

退
院
後
の
在
宅
生
活
に
不
安
の
あ

る
患
者
さ
ま
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
行
な
い
、
住
み
慣
れ
た

ご
自
宅
で
そ
の
方
ら
し
く
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
ま
す
」

電
話
で
の
問
合
せ
も
Ｏ
Ｋ

　
「
当
事
業
所
で
行
な
っ
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
保

険
の
申
請
や
更
新
の
お
手
伝

い
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、

訪
問
介
護
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
に

は
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」
が

併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関

に
あ
る
事
業
所
の
た
め
、
看
護
や

リ
ハ
ビ
リ
分
野
に
詳
し
い
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
所
属
し
、
介
護
の
相

談
を
受
け
た
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
つ
い
て
の
申
請
代
行
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
提
案
な
ど
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
鶴
見
区
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ

タ
ル
」
は
、
受
診
だ
け
で
な
く
、
介
護
に
つ
い
て
も

相
談
で
き
る
医
療
機
関
で
す
。

所
に
在
籍
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

は
少
な
く
と
も
月
１
回
は
担
当
の

利
用
者
宅
を
訪
問
し
て
、
心
身
の

状
態
や
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
な

ど
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
ま
す
。

最
初
の
一
歩
か
ら
で
も

　

介
護
保
険
を
初
め
て
利
用
す
る

際
は
、「
難
し
い
制
度
で
は
？
」

と
構
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
味
方
に

な
っ
て
く
れ
る
専
門
職
で
す
。「
介

護
保
険
を
利
用
し
た
い
け
れ
ど
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
」と
い
う
ス
タ
ー
ト
時
点
で
も
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
で
き
ま

す
。

正
式
に
は
「
介
護
支
援
専
門
員
」

と
い
い
、
２
０
０
０
年
の
介
護
保

険
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
で
き
た

資
格
で
す
。

　
「
要
介
護
認
定
」
を
受
け
た
要

介
護
者
や
家
族
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
適

切
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
各
種

の
申
請
や
、関
係
機
関
へ
の
連
絡
・

調
整
を
行
な
い
ま
す
。

　

 

ま
た
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
利

用
す
る
た
め
に
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

作
成
な
ど
で
登
場
す
る
「
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
」
と
い
う
専
門
職
は
、

お
話
を
聞
い
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

取材協力
3



横浜新道

品濃橋

上品濃公園 湘南医療大

老健

西口

会場
ココ

病院バス
乗り場（拡大図左）

東戸塚駅

東急
ストア 西口

東戸塚駅

サイゼリヤ
松屋

東戸塚西口
プラザ

年金
事務所

駐輪場

積水
ハウス

コンビニ

参加には、事前予約が必要（７名未満の場合は中止）

東戸塚駅西口から
無料病院バス５分

徒歩では駅から1５分

ふれあい東戸塚ホスピタル
２階 会議室

マスク着用・手指消毒など、感染対策にご協力ください

会
場

西口拡大図

病院バス乗り場

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045ｰ827ｰ2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

お問合せ・ご予約

　駅や商業施設などの公共の場所に設置
されている「AED」という医療機器。これは
どのような場面で必要とされるのでしょう
か？使用するシチュエーションや適切な使
用法などについて説明し、さらにデモ機を
実際に使って体験していただく講座です。

AEDはどんなときに役立つか
事前予約の上、会場にて聴講参加方法

８月28日（木）13:00～14:00日 時

臨床工学技士畑元 拓海
ふれあい東戸塚ホスピタル講 

師

医学講座完全予約・無料２０名
※

※開催日時は変更になる場合があります。
　必ず再確認してからご予約ください。

■ JR関内駅
　 南口徒歩３分
■ 伊勢佐木長者町駅
　 ２番出口徒歩３分

最寄駅

ふれあい横浜ホスピタル
２階 会議室

会 

場

事前予約で参加が可能（電話受付）

大通り公園

横浜
スタジアム

関内駅

地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

南
口

会場
ココ

ふれあい横浜ホスピタル
☎045ｰ681ｰ5101（代表）
横浜市中区万代町２ｰ３ｰ３

お問合せ・ご予約

　「介護保険」という言葉が広く認知され
ている一方で、その内容や利用方法をよく
理解している人は少ないようです。保険制
度やサービスの利用方法について、現役の
ケアマネジャーが解説し、さらにケアマネ
ジャーが扱う業務内容も紹介します。

～みんなで支え合う介護保険制度について学びましょう～介護保険、ケアマネジャーについて
事前予約で会場にて無料聴講参加方法

８月20日（水）14:00から日 時 講 

師
ケアマネジャー田沼 忠朗

居宅介護支援事業所
ふれあい横浜ホスピタル

医学講座 １５名無料・予約順

週２日から可♪
経験によって
常勤登用も

ユニフォーム貸与
医療費の補助
交通費支給あり

多種にわたる
専門病棟での
勤務は実力に！

子育て
ママさん
OK

堅実な
医療の
職場 キャリア

を積む

康心会汐見台病院
磯子区汐見台1-６-５

（担当／総務課）
045-761-3581

看護補助者を募集

▲詳細・ご応募は
　こちらからも

経験・保有資格に応じて優遇
時給1,300円～

一般病棟、回復期リハビリ病棟、障害者病棟、
産婦人科病棟などの専門病棟をもち、
急性期～回復期～慢性期の幅広い医療を実現した
ケアミックス型の総合病院です。 　

一次選考：書類

応募先（勤務地）

横浜市泉区中田南4-3-23
市営地下鉄「中田駅」から徒歩5分

045-803-3221
fcl-izumi@fureai-g.or.jp

選考方法
書類選考
面接

人物重視で採用します！

ふれあいクリニック泉 総務課（事務）月給23万円～
〈経験10年例〉事務

常勤スタッフ募集！
（医療業界の経験不問）

30代
活躍中！

　

東
戸
塚
駅
西
口
か
ら
無
料
の
病
院
バ
ス
が
出
て
い

る
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
今
年

度
か
ら
助
成
を
受
け
て
接
種
で
き
る
帯
状
疱ほ
う
し
ん疹の

予

防
注
射
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
予
約
し
ま
し
ょ
う
。

ル
ス
の
増
殖
を
抑
え
る
『
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
』
と
、
痛
み
止
め
の
薬
を

投
与
す
る
こ
と
が
中
心
に
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
こ
の
病
気
の
困
る
と
こ

ろ
は
、皮
膚
症
状
が
治
癒
し
て
も
、

痛
み
が
継
続
す
る
場
合
が
あ
る
こ

と
で
す
。『
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛

（
Ｐ
Ｈ
Ｎ
）』
と
呼
ば
れ
る
合
併
症

で
す
」。２

種
類
か
ら
選
べ
る

　
（
栗
原
医
師
）「
こ
れ
ま
で
50
歳

大
切
で
す
。

経
過
措
置
で
対
象
拡
大

　

今
年
度
（
２
０
２
５
年
度
）
か

ら
、
そ
の
年
度
に
65
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
人
を
対
象
に
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
助
成

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

経
過
措
置
と
し
て
、
今
年
度
は

65
歳
だ
け
で
な
く
、
70
歳
・
75

歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・

100
歳
以
上
の
人
も
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
生

ワ
ク
チ
ン
と
組
み
換
え
ワ
ク
チ
ン

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
接
種
回

数
だ
け
で
な
く
、
自
己
負
担
額
や

予
防
効
果
、
副
反
応
が
異
な
る
の

で
、
医
師
と
よ
く
相
談
し
て
選
択

す
る
と
安
心
で
す
。

以
上
の
方
は
、
全
額
自
己
負
担
で

帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
（
ワ
ク
チ

ン
接
種
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
今
年
の
春
か
ら
、
接

種
費
用
の
助
成
が
始
ま
り
ま
し

た
。
対
象
年
齢
の
方
は
、
自
己
負

担
金
だ
け
で
帯
状
疱
疹
の
予
防
接

種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

幼
少
期
に
水
痘
に
感
染
し
た
方

は
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
免
疫
を
も
っ

て
い
ま
す
が
、
加
齢
／
疲
労
／
ス

ト
レ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
免
疫
が
弱

ま
る
と
、
帯
状
疱
疹
の
発
症
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
で
免
疫
の
強
化
を
図
ろ

う
と
い
う
の
が
、
帯
状
疱
疹
の
予

防
接
種
（
ワ
ク
チ
ン
接
種
）
で
す
。

帯
状
疱
疹
を
完
全
に
防
ぐ
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
症
を
抑
え

る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。現
在
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
あ

り
ま
す
。
ど
ち
ら
に
す
る
か
は
、

当
院
の
総
合
診
療
科
の
医
師
と
相

談
し
ま
し
ょ
う
」。

■
取
材
協
力

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７
㈹

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

東
戸
塚
駅
か
ら
無
料
バ
ス
５
分

が
も
つ
免
疫
力
に
よ
っ
て
、
こ
の

ウ
イ
ル
ス
の
活
動
は
抑
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
加
齢
や
疲
労
な

ど
を
背
景
に
、
潜
伏
し
て
い
た
ウ

イ
ル
ス
が
暴
れ
出
す
と
、
発
疹
が

出
て
皮
膚
が
痛
む
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
「
帯
状
疱
疹
」
で
す
。

　

50
歳
を
過
ぎ
る
と
発
症
が
増

え
、
80
歳
ま
で
に
お
よ
そ
３
人
に

１
人
の
割
合
で
発
症
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
（
兵
庫
県
Ｈ
Ｐ
よ

り
）。
日
本
の
平
均
寿
命
を
考
え

る
と
、
帯
状
疱
疹
は
誰
も
が
か
か

る
病
気
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
予
防
意
識
を
も
つ
こ
と
が

　

水
ぼ
う
そ
う
（
水
痘
）
と
似
た

イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
人
が
多
い
「
帯

状
疱
疹
」。
し
か
し
罹
る
人
は
、

成
人
（
特
に
50
歳
以
上
）
で
す
。

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
で

総
合
診
療
科
を
担
当
し
て
い
る
医

師
に
、
帯
状
疱
疹
に
つ
い
て
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　
（
本
間
副
院
長
）「
帯
状
疱
疹
は
、

ウ
イ
ル
ス
感
染
か
ら
発
症
ま
で
の

潜
伏
期
間
が
水
ぼ
う
そ
う
と
異
な

り
、
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

治
療
で
は
、
原
因
と
な
る
ウ
イ

　

か
つ
て
「
水
ぼ
う
そ
う
」
に
か

か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
水

ぼ
う
そ
う
（
水
痘
）
は
治
っ
た
後

も
、
体
の
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
潜
伏

し
続
け
て
い
ま
す
。
通
常
は
自
身

今年度（2025年度）から
国が推奨する定期接種に！

対 象

70歳・75歳・80歳・
85歳・90歳・95歳・
100歳以上になる人

毎年度の

経過措置

今年度

65歳になる人

帯状疱疹ワクチン 帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

今
年
度
か
ら
助
成
の
対
象
に

一
部
負
担
金
で
接
種
で
き
る

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
約
開
始

65
歳
ま
た
は
対
象
年
齢
の
横
浜
市
民

ふれあい東戸塚ホスピタル
総合診療科

本間 和夫 副院長

ふれあい東戸塚ホスピタル
総合診療科

栗原 和男 医師

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

外
来
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
方
法

ま
ず
は
整
形
外
科
の
受
診
を

手
術
し
て
も
翌
日
か
ら
元
気
な
わ
け
で
は
な
い

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

治
療
と
セ
ッ
ト
が
大
前
提

　
「
リ
ハ
ビ
リ
」
と
は
、
本
来
の
活
動
に
慣
れ
さ
せ
る

た
め
の
単
な
る
予
行
練
習
で
は
な
く
、
身
体
機
能
を

改
善
さ
せ
る
た
め
の
医
療
的
な
行
為
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
外
来
で
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
担

当
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。〈
取
材
協
力
〉

　

脳
卒
中
を
起
こ
し
た
り
、
大
腿

骨
を
骨
折
す
る
と
、
緊
急
手
術
で

命
を
取
り
止
め
た
り
、
関
節
を
固

定
す
る
大
掛
か
り
な
治
療
を
受
け

　
「
当
院
で
扱
っ
て
い
る
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
入
院
や
外

来
診
療
（
医
療
保
険
）、
通
所
リ

ま
す
。

　

し
か
し
、
手
術
や
治
療
を
受
け

た
す
ぐ
次
の
日
か
ら
、
そ
れ
ま
で

普
通
に
行
な
っ
て
い
た
仕
事
、
運

転
、
家
事
、
食
事
、

歩
行
な
ど
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
治
療

後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
の
生
活
動
作

を
取
り
戻
し
て
い
き

ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
国
家
資
格

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
介
護
保
険
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
の
外
来
診

療
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

外
来
診
療
で
受
け
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、【
外
来
リ
ハ
ビ

リ
】
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
内
科

や
歯
科
を
受
診
す
る
の
と
同
じ
よ

う
に
、
病
院
の
受
付
で
診
察
券
を

出
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
に
は
医
師
（
当
院
の

整
形
外
科
）
の
指
示
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
整
形
外
科

を
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

医
師
が
外
来
リ
ハ
ビ
リ
の
対
象

と
す
る
の
は
、『
生
活
に
支
障
を

来
す
痛
み
』
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
を

受
け
る
こ
と
で
改
善
の
余
地
が
あ

る
と
判
断
し
た
場
合
に
、
外
来
リ

ハ
ビ
リ
の
受
診
が
始
ま
り
ま
す
」

生
活
に
支
障
が
あ
る
か
ど
う
か

　
「
生
活
に
支
障
を
来
す
痛
み
と

は
、
膝
痛
や
腰
痛
で
家
事
に
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
・
会
社
に
通
う

の
が
大
変
／
腕
が
上
が
ら
ず
洗
濯

物
を
干
せ
な
い
、
と
い
っ
た
状
況

が
該
当
し
ま
す
。

　

外
来
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
理
学
療

法
士
が
運
動
療
法
を
行
な
っ
た
り
、

作
業
療
法
士
が
手
を
使
っ
た
機
能

改
善
を
目
指
す
療
法（
徒
手
療
法
）

を
実
施
し
ま
す
。
痛
み
の
原
因
を

評
価
し
、
痛
み
に
つ
な
が
る
も
の

を
取
り
除
い
て
い
き
ま
す
。
痛
み

を
抑
え
る
た
め
の
体
の
動
か
し
方

な
ど
も
扱
い
、
受
診
者
さ
ま
の
生

活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
」。

同
院
☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１

を
も
つ
各
部
門
の
療
法
士
は
、
治

療
を
担
当
し
た
医
師
の
指
示
を
受

け
て
、
そ
の
疾
病
で
低
下
し
た
身

体
機
能
を
最
大
限
に
高
め
る
施
術

を
患
者
に
行
な
い
、
回
復
を
図
り

ま
す
。
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会

的
に
、
再
び
そ
の
人
ら
し
い
生
活

を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
的
と
し
た

専
門
的
な
内
容
を
扱
い
ま
す
。

各
療
法
士
の
担
当
分
野

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な

う
療
法
士
は
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

◇
理
学
療
法
士（
Ｐ
Ｔ
）

　
座
る
／
立
つ
／
歩
く
な
ど
の
基

　
本
動
作
の
回
復
・
維
持
を
目
的

　
と
す
る
体
操
を
実
施

◇
作
業
療
法
士（
Ｏ
Ｔ
）

　
手
先
の
作
業
活
動
を
通
し
、
着

　
替
え
／
ト
イ
レ
／
家
事
な
ど
の

　
自
立
を
図
る

◇
言
語
聴
覚
士（
Ｓ
Ｔ
）

　
話
す
／
聞
く
／
食
べ
る
な
ど
の

　
行
為
の
専
門
療
法
を
担
当

運動機能の回復または維持・向上を図り
自立した日常生活を送れるように
運動指導や物理療法を実施

家事や歯磨き、遊び、スポーツなど
の生活における作業的な動作を
訓練したり、援助する

言葉によるコミュニケーションや
嚥下の困難に対し、発生原因に
基づいた指導を行なう

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

同
院
の
広
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

横浜版
2025年７月

No.104

求人情報も満載！

健康生活お役立ち新聞健康生活お役立ち新聞
発行所　（株）エフ.アンド.ユアライフ　〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵370　電話（0467）58-5678 

 4


